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　令和７年（2025年）を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　日頃より丘珠連合町内会の行事・活動に対し、多くの皆様よりご理解とご協力をいただい

ておりますことに厚く御礼申し上げます。また、町内会を始め、地域福祉、防火防犯、交通安

全、青少年育成、スポーツ、統計調査など、様々な分野で活発な取組を行っていただいてい

ることに、改めて敬意を表する次第です。

　さて昨年は、町内会の夏祭りなどの各種イベントが賑わい、町内会等による活動の大切さ

を改めて感じた一年でした。それに加えて、能登半島地震や各地の風水害により地域防災の

重要性や、高齢化が進む中での健康づくりの必要性を感じる一年でもありました。

　丘珠連合町内会においても、恒例となりつつある「おかだまウォーキング」を始めとして、高

齢者の健康づくりを推進するスマイル健康教室などにおいて、健康づくりの場をご提供したほ

か、この１月には、地区で初となる厳冬期の防災訓練を実施して、地域の防災力を高めてまい

りました。

　今後も丘珠連合町内会は、より安全・安心で、住みやすい地域となるよう、行政等と連携し

ながら、各種事業を実施してまいります。なお一層のご協力をいただければ幸いです。

　現在、パートナーシップ排雪は、生活道路の７割にあたる2,600㎞を対象延長として実
施しており、作業期間は、おおむね35日間、事業費は、行政35億円と地域負担10億円の
合計45億円です。
　現在、市では、持続可能な生活道路除排雪のあり方について検討が進められており、
生活道路3,800キロを50日間かけて排雪し、費用は全額市の負担とする案が有識者会
議において示されました。前倒しや道路状況に応じて作業を進めることにより、費用を抑え
て作業人員の確保につなげることを目指しています。地域の負担が軽減されることは喜ば
しい一方で、除排雪のレベルが低下することも懸念されます。
　市は令和７年度、白石区や西区などの４地域で新たな手法を試験的に実施し、今後の
方針を決める予定ですので、パートナーシップ排雪制度はまだ当面続くと考えられます。



― 2 ―

文化部では、１０月２６日（土）・２７日（日）、「丘珠文化祭」を開催しました。地域の皆さんから
の絵画等の作品展示のほか、地域の保育園、学校による演奏、踊り等が披露されました。今回
初となる札幌丘珠高校書道部によるパフォーマンスでは、ひときわ大きな拍手が送られていま
した。また、丘老連主催の演芸まつりも行われ、芸術の秋のひとときを楽しみました。

地区社協、福祉のまち推進センターと連携して、高齢者の健康づくりを推進する「スマイル健康
教室」、就学前のお子さんを対象とした子育てサロン「なかよし広場」を月１回開催しました。ま
た、新たに「携帯用緊急時対応カード」を作成しました。

青少年部・体育部では、７月６日（土）に第２回
「おかだまウォーキング」を開催して、約８０名
の方が参加しました。今回は、さとらんどにおい
てスタンプラリー形式で実施。約１時間３０分
かけてウォーキングを楽しみました。
また、１１月には最近話題の「モルック」の体験
会を実施しました。

各部の活動報告
文 化 部

福 祉 部

青 少 年 部・体 育 部
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防犯部では、青色パトロールを定期的に実施したほか、１２月１６日（月）には、札幌東防犯協会
連合会主催の「歳末安全・安心の集い・青パト歳末出陣式」に参加しました。防災部では、１月
１８日（土）、丘珠地区では初めてとなる厳冬期の防災訓練を実施して、約7０名が参加しまし
た。厳冬期における避難所生活の過酷さを体験することができ、今後の防災活動に活かしてい
きます。

防 災 部・防 犯 部

衛生部・女性部では、６月２１日（金）、丘珠ふれあいセンターの花壇において、認定こども園お
かだまのもりの園児さん約４０名と一緒に花植えを行いました。また、５月３０日（木）には、東区
クリーンさっぽろ衛生推進協議会が主催する「ごみゼロの日キャンペーン」に協力し、東区役
所前において街頭啓発を行いました。

衛 生 部・女 性 部

交通３団体と連携して、交通安全市民総ぐる
み運動の一環として、春夏秋冬の計４回、丘珠
郵便局様の協力も得て、街頭啓発を行いまし
た。また、小学校のスクールゾーン周辺でも
啓発活動を行いました。地域の交通死亡事故
ゼロを目指して、引き続きご協力をお願い致し
ます。

交 通 部
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　フィンランド生まれのスポーツ「モルック」は、昨年、函館において世界大会が開催されるな

ど、今注目のスポーツです。

　モルックはルール自体がシンプルなので、少し説明を聞けば、すぐにどなたでも楽しめます。

障がいの有無、性別や年代を問わず一緒に同じフィールドで楽しむことができるのも魅力の

一つです。また、自分がどの数字の組み合わせであがるのか、また相手のあがりをどう邪魔す

るか、などの戦略もとても重要なので、スポーツ経験のある方だから断然有利というわけでは

ないところも、もともとスポーツをしていなかった人もハマる理由だと思われます。足し算さえで

きれば小さい子どもでも親しめるところ、道具と適度なスペースさえあれば気軽に始められる

ところなどもモルックの魅力といえます。

　丘珠地区でも、昨年、高齢者の健康づくりを推進する「スマイル健康教室」において、また

連合町内会主催での体験会を開催して、多くの方にご参加いただきました。

　来年度は、さらにモルックに触れていただく機会を設けたいと思いますので、是非ご参加くだ

さい。

モルック（木の棒）を投げて、
倒れたスキットル（木製のピン）
によって得点が加算され、先に
50点取った方が勝ち。
ルールは簡単！年齢性別問わず
気軽に楽しめます。


